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13日 手芸倶楽部 

18日 華道倶楽部 

25日 書道倶楽部 

28日～ 菜の花作品展～5月 11日 

 

公開資料・菜の花だよりは、 

ホームページからご覧いただけます。 

http://seikeikai.info/ 

今月以降の行事予定(現在決定分) 

3月 21日 華道倶楽部 

23日 絵手紙倶楽部 

27日 健康倶楽部 3階 

28日 書道倶楽部 

4月 3日 ボランティア 

日本舞踊披露 

11日 書道倶楽部 

立
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
笑
） 

 

初
め
て
見
る
景
色
や
お
い
し
い
料
理
に
満
足
し
「
ま
た

来
た
い
。」
「
次
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
。」
な
ど
と
考
え
た

り
し
ま
す
が
、
家
に
帰
る
と
ホ
ッ
と
安
堵
し
、「
や
っ
ぱ

り
家
が
一
番
。
」
と
感
じ
る
の
が
不
思
議
な
も
の
で
す
。 

 

菜
の
花
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
お
泊

 

こ
ん
に
ち
は
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
愛
ユ
ニ
ッ
ト
所
属
の

大
塚
梢
で
す
。 

昨
年
４
月
に
菜
の
花
に
入
職
し
、
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
静
岡
市
で
５
年
間
、
今
と
同

じ
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。 

趣
味
は
旅
行
で
す
。
旅
行
と
い
う
よ
り
も
ふ
ら
っ
と
思
い

つ
き
で
遠
出
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。
京
都
、
鎌
倉
、
長

野
…
夜
勤
明
け
で
富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
北
海
道
へ
旅

ひ
と
こ
と 

 
 

 

シ
ョ
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト 

大
塚
梢 

り
い
た
だ
き
、
ド
ラ
イ
ブ
や
お
や
つ
作
り
等

定
期
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
い
つ
も
の

ス
タ
ッ
フ
や
仲
間
と
の
会
話
、
四
季
折
々
の

美
味
し
い
食
事
を
楽
し
む
場
を
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
や
っ
ぱ
り
家
が

一
番
。
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、
菜
の
花
に
ふ

ら
っ
と
遊
び
に
来
た
感
覚
で
「
ま
た
来
た

い
。
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
楽
し

く
居
心
地
の
良
い
場
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

面
会
制
限
解
除
の
お
知
ら
せ 

 
 

一
月
十
三
日
よ
り
、
面
会
制
限
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
三
月
五
日
よ
り
、
面
会

制
限
を
解
除
し
て
い
ま
す
。 

 
お
客
さ
ま
、
ご
家
族
様
に
は
長
い
期
間

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
も
落
ち
着
い

て
来
た
も
の
の
、
県
内
の
各
保
健

所
管
内
と
も
警
報
レ
ベ
ル
を
超

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
注
意
は

必
要
な
時
期
で
す
の
で
、
面
会
は

感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

の
み
と
し
、 

マ
ス
ク
を
必
ず
ご
用
意
下
さ
い
。 

『
全
国
い
の
ち
の
食
育
書
道
展 

』と
は 

（主
催
）一
般
社
団
法
人 

全
国
い
の
ち
の
食
育
書
道
展 

協
会 

日
本
の
伝
統
文
化
の
「書
写
、
書
道
」
の
普
及
を
図
る
と
と
も

に
、
国
の
推
進
す
る 

「食
育
」
の
推
進
を
図
る
目
的
で
開
催

さ
れ
て
い
る
書
道
展
で
す
。 

日
本
の
誇
る
べ
き
伝
統
文
化
、
「食
」と
「書
道
」で
健
康
を

考
え
表
現
す
る
書
道
展
と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
食
育
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
七
回
全
国
い
の
ち
の
食
育
書
道
展 

今
年
の
応
募
作
品
六
〇
一
一
点
中
、
菜
の
花
の
出
品
者
の 

う
ち
、
特
別
奨
励
賞
に
ニ
名
・食
育
書
道
展
賞
に
八
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ば
三
島
市
で
の
表
彰
式
に
出
席
す
べ
き
と
こ
ろ
、

食
育
書
道
展
審
査
員
の
紅
林
先
生
が
直
接
菜
の
花
に
お
越

し
く
だ
さ
り
、
菜
の
花
で
表
彰
式
を
行
って
下
さ
い
ま
し
た
。 

皆
様
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
認
め
ら
れ
、
晴
れ
の
受
賞
を 

な
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

菜
の
花
作
品
展
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
も
菜
の
花
作
品
展
に
向
け
て
、
ユ
ニ
ッ

ト
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
倶
楽
部
で
準
備
を
始
め

て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
・
職
員
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
様
の
作
品
も
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

期
間 

四
月
二
十
八
日
か
ら 

 
 

 

五
月
十
一
日
ま
で 

 

藤
枝
市
議
会
議
員
選
挙
の
不
在
者
投
票 

任
期
満
了
（
平
成
三
十
年
四
月
三
十
日
） 

に
伴
う
藤
枝
市
議
会
議
員
選
挙
の
不
在
者 

投
票
を
四
月
十
一
日
（
水
）
に
予
定
し
て 

い
ま
す
。 



 

 

         

 

  

＜ヒーリング＞ 

意味 ＜ほっとする・心と身体の健康を回復・大宇宙に充満する命＞ 
 
            
 

 

 

菜の花では３月になり長い冬ごもりからやっと、解放されました。お陰様で本日まで 

インフルエンザの魔の手から大事な入居者の皆様をお守りすることができました。これも 

丁度インフルエンザのピーク時に飾ったお雛様のお蔭、皆様のご協力のお蔭様と感謝です。 
 

 3月の      は姫のお祭り「お雛様」です 

“昔し覚ゆ”のお雛様のお顔は見る人を“ほんのり”と、幸せにし

てくれます。菜の花の４揃いの見事な段飾りのお雛様は何れもご家族

様と近隣の皆様から頂戴したお品で、其々のご家族の歴史や思い出と

一緒に大切にしています。 
 

お雛様は江戸時代から厄災を人に変わって引き受ける役割があり、

女児の幸せを願い３月上旬の巳の日にお節句として飾るようになっ

た様です。 

菜の花のお雛様は、身代わりでインフルエンザに感染し？寝る事も

無く座りっぱなしで厄を被ってくれました。大変でも春のうららの陽

を浴びて微笑む姿は立派です。 

 

春らしい菜の花や水仙などの

花材を自由にのびのびと生け

られていました。 

皆様お互いの作品を褒めあい、

和やかな時間でした。 

春らしい菜の花や水仙などの花

材を自由にのびのびと生けられ

ていました。 

皆様お互いの作品を褒めあい、
和やかな時間でした。 

 

美空ひばり、坂本九さん等

の歌に合わせて、楽しくか
らだを動かしました。 

皆様、思いを込めて鬼と 

おたふくを描きましたので、

とっても個性的で楽しい作品

ができました。 

 

皆様 自由闊達、 

堂々たる筆運びで 

真剣に向き合って 
いらっしゃいました。 

 

一粒一粒、豆を土に埋めて良い手付きで 

土をかぶせます。収穫が楽しみです。 

1ヶ月後にはもうこんなに大きくなりましたよ！ 

 

写真立てのプレゼントに、 

「ありがとう、これ私？ 

若いね～」とニコニコ。 

アレンジしたおやつにも 

「きれいだね」「美味しそう」 

と笑顔が広がり、皆様で嬉し

いお祝いをしました。 


